
沖縄市は全国的にも極めて個性的な戦後史を歩み、ユニーク

な文化を育んできました。この戦後史（文化）をまちづくりに

活かそうと、沖縄市では商店街（パルミラ通り）にヒストリー

ト・ヒストリートⅡという空き店舗を利用した展示室を設けま

した。ヒストリートでは常設展と年に数回の企画展を開催する

とともに、「ＫＯＺＡ ＢＵＮＫＡ ＢＯＸ」という戦後情報誌

を発刊して本市の戦後歴史文化情報を発信しながら、市民をは

じめ、修学旅行生、大学関係者、観

光客等を商店街に誘客し、中心市街

地の活性化を図ります。

平成２９年度は、資料展示室等の

拡充を目的に、新たなヒストリート

を整備し、平成３０年３月下旬にプ

レオープンします。

戦後文化資料等展示事業 （予算額：約１億９４９７万円）

21

優れた文化芸術作品を鑑賞する機会を提供し、地域に根ざし

た個性豊かな市民文化の創造に努めます。また、文化芸能に親

しみやすい市民参加型事業を実施し、

文化芸能に対する関心・理解を深める

とともに、市民による文化活動を積極

的に支援し、文化資源を活用した賑わ

いのあるまちづくりに取り組みます。

文化芸能推進事業（予算額：約４５４８万円）



地域コミュニティを活性化する自治会

への加入促進につながる支援のほか、自

治会の軽貨物自動車や備品購入の助成、

一般コミュニティ助成事業、地域ものづ

くり活動の支援を行います。

自治会振興費 （予算額：約８２９万円）
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コザ運動公園にある

① 陸上競技場については、フィールド舗装や排水管が老朽

化していることから、それらの取り換えるための改修工事

を行います。

② 体育館については、各種イベントに対応できるよう、照

明器具の増設などを行います。

③ 投球練習場については、既存の施設が手狭であるため、

規模を拡張するための改築工事を行います。

総合運動場整備事業（予算額：約４億８５８２万円）
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沖縄戦の悲惨な体験や教訓を風化させることなく、後世に平

和な未来を受け継ぐために以下の取り組みを行います。

・『平和』をテーマに写真を募集する「市民の眼・平和写真

展」

・各中学校から推薦された中学生１６名と公募によって選ばれ

た社会人３名を平和大使として認定する「平和大使研修」

・市民団体等と共に実施する「平和月間企画展（８月１日から

９月７日まで）」

・折り鶴に願いを込めギネス記録に挑戦する「折り鶴プロジェ

クト」

・平和大使の活動やコンサート等を通して平和を発信する「沖

縄市民平和の日記念行事（９月７日）」

・平和について学ぶ座学や、市内の戦跡等をガイドと共に巡る

「市民平和講座」

・沖縄市平和イメージキャラクターソテツの妖精『キューナ』

による地域や学校等への平和発信活動

平和行政推進事業 （予算額：約１１９８万円）


